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障がいがあってもあたりまえに地域で暮らしたいと願ってきた私たちが、これまでの取

り組みを蓄積・記録・発信し、障がい分野から地域福祉の一翼を担っていきたいと考え、

新座団地前商店会の一角に「スペースともに」を開設しました。 
 

☆障がいのある人の情報発信・相談事業 

■地域障がい者相談室 

 市役所や専門の相談窓口に行けば、福祉制度の説明を聴くことはできても、当事者とし

ての体験談は個人情報保護を理由に、なかなか知ることができません。障がいのある当事

者やその家族の立場から、体験を伝え、一緒に考えさせていただく事業です。新座市の福

祉制度の資料等も閲覧できるように用意しています。「スペースともに」での個別の相談は

日程を調整して対応させていただきます。 
 

相談スタッフ 大畑佳代、堀和子、小原光明、百石美貴 
 
■ともに相談・まったり木曜臨時立ち寄り所 《場所》スペースともに 

 コロナの影響で人間関係が断たれ、家の中に籠っているうちに足腰が衰え、免疫力の低

下も懸念されます。友人や隣人に相談しにくい雰囲気の中、弱い立場の人たちにとっての

ＳＯＳを受け止める地域の窓口が必要です。北二福進協の「まっ

たり木曜臨時立ち寄り所」とタイアップし、毎週木曜日に「とも

に相談」として、相談窓口を開設しています。 
 
 毎週木曜日 9:30～15:00 相談スタッフ 木村俊彦 
  TEL 090-5780-2150(木村)   
 
☆ともに広場 毎月第 1・３土曜日 19～21 時 会費 500 円 

 ともに広場はコロナの影響を考え、19時から 21 時、ゲストスピーカーのトークをメイン

にして、その後にコーヒーとケーキというスタイルで、会費は 500 円です。 

◎8/1 のゲストスピーカーは近々大阪豊中市に転居される田口潤子さんでした。息子の大

ちゃんは障がいがありましたが、そのまま地元の新開小学校普通学級に入学しました。中

学生となり、ある日突然「学校に行かない」と言い出し、しばらく新座自然宿で世話にな

りましたが、その後全寮制の「白根開善学校」に入りました。新座に戻ってきて、就職し

ましたが、自分にとってやさしい人がいなくなるとすぐダメになってしまいます。「考えて

みれば私の人生は息子がいればこそ広がって行ったのだと思います。大がいればこその障

がい者相談員もやらせてもらってきた、すべて大のおかげと言えなくもありません」とま

とめられました。 
 

◎9/5 のゲストスピーカーは比留間和子さん。比留間さんの実家である桐屋造園は、桐の木
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の仲買をしていて、おじいちゃんが桐の木を大八車に積んで、たった二人で川越のタンス

製造店まで運んでいたとのことでした。 

 20 代の頃、雑誌の写真で見たナイヤガラの滝が忘れられず、自分の力で絶対に見に行き

たいと思っていて、あふれる好奇心に任せ、世界中をまわって来られました。「次に行きた

いところはどこですか?」と聞かれると、「(施設に入っている)息子のところです」と答え

られました。家に帰りたいという息子さんのために市や施設側とも話し合ってきましたが、

コロナの影響もあって現在は外出も面会も思うようにできない現状に置かれています。 
 

◎9/19 のゲストスピーカーの菊池富久子さんには、「スペースともに」で月 1 回開催してい

る「だんだんカフェ」(男性介護者の会)に至るまでの話を聴きました。介護のパターンは

老々介護、認々介護、遠距離介護、Ｗ介護(夫の親と自分の親の両方)と色々過酷な介護パ

ターンがあります。男性介護者特有の問題として家事に疎い、地域で知り合いがなく孤立

してイライラがつもるとかの背景があるそうです。男性介護者だけでなく、介護に行き詰

まっている人とか是非声をかけて欲しいとまとめられました。 
 
◎10/3 のゲストスピーカーは高橋隆さんでした。視覚障がいがありましたが、大和田小学

校に入学し、その後大和田中学(途中から新座中学)に進学。縁があって「よろづや」の店

番をするようになり、その流れで「地域で共に・ふくしネット 213」の設立に関わり、「ふ

らっと」に通うようになりました。 

 お母さんが亡くなり、訳あって家を処分し、兄妹はみんなそれぞれの生活を始めました。

高橋さんは現在のマンションに落ち着き、一人暮らしは 8 年目だそうです。「よろづやつう

しん」に掲載してきた俳句について、市役所の職員さんからも「いつも見てるよ」と言っ

てもらってうれしかったと話されました。「高橋さんはおだやかで、なんだかお地蔵さんみ

たい」という声も上がっていました。 

【今後の予定】※ゲスト(お楽しみ)のお話は 19 時から 19 時半です。 

11/ 7(土)ゲスト/中森多恵子さん 11/21(土)ゲスト/山岡志津美さん 

12/ 5(土)ゲスト/小木曽剛士さん 12/19(土)ゲスト/ 市川美八子さん       

1/16(土)ゲスト/ 岡本忠さん 
 

☆ぴっぴはうす～かわいい雑貨やキャラクタータオルの販売、珈琲も飲めます。 
 

「スペースともに」での販売→毎週水曜日《11 時～15 時》閉店セールにつき 30％オフ!! 

市役所出張販売→11/12(木)、12/10 (木)、21(月)、1/14(木)、25(月)《12 時～13 時》  

 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 
 
 

 

新座市新座 2-16-1 

090-6110-6966(百石) 

 

★

「スペースともに」 の活動 
●ともに広場 参加費 500 円(コーヒー+ケーキ) 

毎月第 1・第 3 土曜日 19 時から 21 時 

●雑貨屋「ぴっぴはうす」毎週水曜 11 時から 15 時 

●だんだんカフェ(男性介護者の会)毎月第 3 日曜 13 時～  

●ともに相談毎週木曜 9 時半から 15 時               

●地域障がい者相談室 随時●ともに会議(運営会議) 

★「スペースともに」利用者はお茶代一人 100 円お願いします 


